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１ はじめに 

１―１ 計画策定の趣旨 

 本町の公共交通は町西部台地を縦断する JR 宇都宮線及び宝積寺駅から分岐する JR 烏山

線があります。 

 そして、すべての人が安全で円滑に移動できる「地域の足」となる公共交通の実現を目的

として、平成 21年３月に「高根沢町地域公共交通連携計画」を策定し、これまでの町内の

公共交通を再整理し、町内全域ドア toドア（戸口から戸口）方式のデマンド交通「たんた

ん号」が平成 21年 10月からの実証運行期間を経て、平成 22年４月から本格運行をしてい

ます。 

 しかしながら、近年は人口減少や地域公共交通を担う運転手不足の深刻化などの社会情

勢の変化により、公共交通網を維持することが難しい状況になりつつあります。 

 国では、持続可能な運送サービスの確保に資する取り組みを推進することを目的とし、令

和２年 11月に「地域公共交通の活性化及び再生に関する法律（以下「法」という。）」が改

正され、地方公共団体における地域公共交通計画の策定が努力義務化されました。 

こうした背景を踏まえ、本町の地域公共交通を維持するために、交通事業者等と連携し諸

施策に取り組むためのマスタープランとして、法第５条第１項に基づき「高根沢町地域公共

交通計画」を策定します。 

 

１－２ 計画の区域 

 本計画の計画区域は、高根沢町全域です。なお、本計画に基づく公共交通サービスが町外

にわたることを妨げるものではありません。 

 

１－３ 計画の期間 

 計画の期間は、上位計画である高根沢町地域経営計画 2026の計画期間との整合性を図る

ため、計画期間は令和８年度から令和 12年度までの５年間とします。 
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２ 高根沢町の現状等 

２－１ 地勢 

 本町は、栃木県のほぼ中央に位置し、県都宇都宮市に隣接しています。また、町の西側を

国道４号とＪＲ東北本線（宇都宮線）が縦断し、首都東京まで新幹線で 60分程度、車で 120

分程度で連絡します。 

 地勢は大きく４つに区分され、東側は八溝山系の丘陵が南北に連なり、町の地域振興の核

となる「道の駅たかねざわ 元気あっぷむら」が多くの人で賑わい、「自然の森」の整備 が

進められています。 

中央は広大な水田地帯が広がり、西側には、「ＪＲ宝積寺駅」を中心に商店街や住宅地が

広がり、その南にはＲ＆Ｄ企業を集積した研究開発型団地「情報の森とちぎ」が立地してい

ます。 

西南端は皇室の食料を生産している「御料牧場」や株式会社本田技術研究所などが立地し

ています。 

 

２－２ 人口 

 本町の人口は平成 25年までは３万人台を維持してきましたが、平成 26年には２万人台

となり、その後も緩やかに減少し、令和７年には 28,711 人となっています。 

年齢別に見ると、年少人口と生産年齢人口は減少傾向にありますが、老年人口は増加傾向

にあり、本町においても少子高齢化が進行しています。 

 町の人口動態は、出生者数が減少し、転出者数が転入者数を上回る転出超過の傾向にあり、

令和７年４月１日時点での本町の将来人口を推計すると、今後このままの傾向で人口が推

移すると仮定した場合、本計画策定から 10 年後の令和 17年には 26,991 人へと減少す

ると見込まれます。 
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年度
平成22年
（2010）

平成27年
（2015）

令和2年
（2020）

令和7年
（2025）

令和12年
（2030）

令和17年
（2035）

地域経営計画202630,822 29,918 29,440 28,711 28,304 27,514
推計人口 28,711 27,957 26,991

【人口の推計】
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出典：高根沢町地域経営計画2026、高根沢町都市計画マスタープラン

年度
平成22年
（2010）

平成27年
（2015）

令和2年
（2020）

令和7年
（2025）

令和12年
（2030）

令和17年
（2035）

14歳以下 4,292 3,904 3,558 3,190 2,925 2,721
15～64歳 20,615 19,368 18,531 17,747 17,035 16,190
65歳以上 5,915 6,646 7,351 7,774 7,997 8,080
地域経営計画202630,822 29,918 29,440 28,711 27,957 26,991
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３ 上位関連計画 

（１）高根沢町地域経営計画 2026 

 ①計画期間 

  令和８年度から令和 12年度までの５年間 

 ②公共交通に関する方針 

  最適な公共交通の仕組みづくり 

 ③施策 

 ・町民から親しまれ、利用しやすいデマンド交通の運営を目指し、地域・事業者・町が連 

携して利便性の向上に努め、利用しやすい仕組みづくりを行います。 

 ・公共施設や市街地及び農村集落を繋ぐ公共交通ネットワークの仕組みを検討し、交通の 

利用環境向上に努めます。 

 ④指標 

  成果指標：デマンド交通「たんたん号」の利用者数（年間） 

  基準値（基準年度）：41，887人（令和６年度） 

  目標値：前年比 365人／年増加（令和 12年度） 

 高根沢町地域経営計画 2026では、「最適な公共交通の仕組みづくり」を掲げ、町民に親し

まれ、利用しやすいデマンド交通の運営を通じて、利便性向上と利用促進を図ることとして

います。 

 同計画では、成果指標としてデマンド交通「たんたん号」の年間利用者数を設定し、令和

12年度までに段階的な増加を目標としています。 

 本計画は、これらの上位計画の方針と整合を図りながら策定するものです。 

 

（２）高根沢町都市計画マスタープラン 

①計画期間 

  令和８年度から令和 17年度までの 10年間 

 ②公共交通に関する方針 

   公共交通機関は超高齢社会における移動手段やコンパクトシティにおける市街地・ 

集落を結ぶネットワーク機能として重要であるので、住民ニーズの高い公共交通環境 

の充実に向け、鉄道・デマンド交通の利用環境向上を支援し、新たな拠点と他の拠点間 

の公共ネットワークの検討をします。 

 ③施策 

 ・鉄道駅周辺の公共交通拠点づくり 

 ・生活を支える移動環境の支援 
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４ 地域公共交通の現況 

（１）鉄道の現況 

 本町には JR 宇都宮線及び JR 烏山線が運行しており、JR 宝積寺駅は町内外を結ぶ重要な

交通結節点となっています。鉄道は通勤・通学等の広域移動を担う幹線交通として位置付け

られています。 

 

 

（２）デマンド交通の現況 

 町内移動については、デマンド交通「たんたん号」が町内全域を対象に運行しています。 

また、そのほかに町外２箇所の病院（さくら市：黒須病院、宇都宮市：藤井脳神経外科病院）

に乗り入れをしています。 

 年中休まず運行しており、運行時間は朝７時から夕方６時までです。（最終便は、夕方５

時に出発する便です。） 

 利用するには、利用登録票による事前登録が必要で、電話予約制となっています。 

利用料金は１回 100円で、支払方法は現金または回数券となっています。 

通院や買い物等の日常生活目的で広く利用されています。 

 

年度
平成26年
（2014）

平成28年
（2016）

平成30年
（2018）

令和2年
（2020）

令和4年
（2022）

令和6年
（2024）

宝積寺駅 2,135 2,202 2,279 1,635 1,844 2,076
仁井田駅
下野花岡駅2,135 2,202 2,279
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【一日平均乗車人数】

出典：「各駅の乗車人員」（ＪＲ東日本ＨＰ公開資料）を元に作成
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利用者（人）町公費負担額（円）１回利用あたりの 公費負担額(円)

Ｈ22 45,205 #### 548
Ｈ23 49,064 #### 480
Ｈ24 48,759 #### 493
Ｈ25 44,568 #### 540
Ｈ26 43,851 #### 547
Ｈ27 46,900 #### 601
Ｈ28 47,706 #### 591
H29 48,590 #### 580
H30 46,531 #### 623
R1 47,052 #### 618
R2 39,809 #### 827
R3 40146 #### 872
R4 41842 #### 836
R5 43267 #### 809
R6 41887 #### 936
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【デマンド交通公費負担額等の推移】
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・年代別利用者数
遠距離児童～１０代２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代 ８０代 ９０代～遠距離+10代

平成26年度2,673 1,989 404 576 762 2169 2882 11795 18843 1758 4662
平成28年度4,368 1,974 626 786 734 2189 3687 9593 21398 2351 6342
平成30年度3,244 3,144 759 378 1150 3046 3812 8634 20351 2013 6388
令和2年度3,692 2,336 851 463 1,392 3,305 2,846 7,142 ##### 2,052 6028
令和4年度3,812 3,492 781 476 1,388 3,456 2,966 7,893 ##### 3,627 7304
令和6年度3,029 3,578 888 963 1,541 1,777 5,105 6,320 ##### 3,710 6607

####
0
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年代別利用者数

平成26年度 平成28年度 平成30年度 令和2年度 令和4年度 令和6年度

利用している年代としては、７０代以上が６割以上を占めています。

また、徐々に０代から４０代までの利用者も増えてきています。

利用者数
平成26年度43851

平成28年度47706

平成30年度46531

令和2年度39809

令和4年度41842

令和6年度41887
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平成26年度 平成28年度 平成30年度 令和2年度 令和4年度 令和6年度

年度別利用者数

平成30年度頃までは毎年４万３千人以上利用されていました。

令和２年度は新型コロナウイルスの緊急事態宣言に伴い利用者数が減少して

います。

【デマンド交通「たんたん号」の状況】



- 8 - 

 

 

 

・曜日別利用者数（遠距離通学者を除く）
日曜日月曜日火曜日水曜日 木曜日金曜日土曜日

平成26年度1842 6623 7451 6268 7102 7755 4138
平成28年度2039 7310 7155 7307 6740 8210 4557
平成29年度2509 7292 7823 6847 7797 7848 5388
令和2年度2414 5643 5937 6352 5546 6213 4012
令和4年度2380 5825 6186 6531 5845 7051 4212
令和6年度2675 5297 6916 6152 6432 6924 4463
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曜日別利用者数（遠距離通学児童除く）

平成26年度 平成28年度 平成29年度 令和2年度 令和4年度 令和6年度

平日の利用者が多い傾向は変わりません。

また、土日の利用者は、比較的、増加傾向が見られます。

７時 ８時 ９時 １０時 １１時 １２時 １３時 １４時 １５時 １６時 １７時
平成26年度81 3810 7134 5328 5364 4127 3620 2781 4166 3034 1717
平成28年度63 3637 6634 5915 5913 4053 4177 3088 4035 3824 1997
平成30年度69 4401 5997 5372 5109 4496 3869 3135 4292 3850 2690
令和2年度253 3133 4222 5467 4743 3809 2978 2561 3234 3512 2194
令和4年度344 3002 4734 5403 4626 3906 3364 2743 3641 3971 2284
令和６年度442 2920 4905 5658 4565 3983 3475 3117 4265 3771 1750

####

運行当初から午前中の利用者が多い傾向にあることは変わりありません。
１５時と１６時の利用が増加傾向にあります。
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医療機関温泉施設交通施設公共施設商店 福祉施設その他合計
平成26年度18300 7063 2629 5392 6367 368 1059 41178
平成28年度17416 7103 3075 4768 9517 333 1126 43338
平成30年度16000 4999 3444 6016 9463 859 2506 43287
令和2年度12294 1757 2734 4437 10781 769 3345 36117
令和4年度11949 2424 3447 5236 10658 1083 3233 38030
令和6年度7158 1462 2074 2832 6883 1024 #### 38858

####

以前は医療機関の利用者が多かったものの、近年は商店や交通機関の利用者が増加の傾向にありま
す。
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町名 平成26年度平成28年度平成30年度令和2年度令和4年度令和6年度
町内 42744 46624 45261 38911 40641 40321

市貝町 369 318 193 11 0 0
芳賀町 220 229 358 357 343 230
那須烏山市153 179 212 34 32 55
その他 365 356 507 496 826 1281
町外計43851 47706 46531 39809 41842 41887
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居住者別利用者人数
平成26年度 平成28年度 平成30年度 令和2年度 令和4年度 令和6年度

町内の利用者は、平成２６年度が４２，７４４人でその後、平成２９年度に４７，２１４人でピークと

なりました。

令和２年度は、新型コロナウイルスの緊急事態宣言の影響により３８，９１１人まで減少しましたが、令

和６年度は４０，３２１人まで回復しました。

市貝町への乗入は、令和３年度末で終了しています。

新型コロナウイルスの５類移行に伴い、その他の地域からの利用者が増加傾向にあります。

新規登録人数月平均人数
0.0
0.0

平成26年度572 47.7
平成28年度547 45.6
平成30年度610 50.8
令和2年度414 34.5
令和4年度560 46.7
令和6年度632 52.7
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新規登録人数 月平均人数

令和２年度は、新型コロナウイルスの緊急事態宣言による利用者数の減少に伴い、登録人数

も同様に減少しています。

新型コロナウイルスの５類移行に伴い、コロナ前の水準に回復しつつあります。
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キロ数運行回数
平成26年度#### ####

平成28年度#### ####

平成30年度#### ####

令和2年度#### ####

令和4年度#### ####

令和6年度#### ####

Ｈ28年度#### ####

Ｈ29年度#### ####

Ｈ30年度#### ####

令和元年度#### ####

令和２年度（予想値）#### ####

令和２年度（12月まで）#### 9178

令和２年度は新型コロナウイルスの緊急事態宣言の影響により運行キロ数が減少しています。
令和元年度から車両を１台増やしています。（４台→５台）
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年度別キロ数・運行回数
キロ数 運行回数

利用目的施設

平成21年度～令和６年度

人数

1 75,274

2 55,055

3 52,280

4 45,273

5 30,598

6 28,447

7 25,215

8 24,952

9 17,069

10 14,284

11 12,461

12 10,621

13 8,068

14 7,772

15 7,224

16 6,375

17 6,339

18 5,619

19 5,392

20 5,108

倉持整形外科

目的地

元気あっぷむら

とりせん高根沢店

宝積寺駅

黒須病院

菅又病院

中津川クリニック

深澤クリニック

まなか医院

リオン・ドール高根沢店

たかはし眼科

オータニ高根沢店

高根沢中央病院

藤井脳神経外科病院

TenderBOSS

とちぎ薬局光陽台店

役場

めぐりや整骨院

保健センター

フリースペースひよこのいえ

令和６年度

人数

1 2,056

2 2,010

3 1,462

4 1,459

5 1,020

6 728

7 574

8 551

9 471

10 432

11 380

12 346

13 343

14 342

15 300

16 275

17 273

18 250

19 241

20 231

リオン・ドール 高根沢店

目的地

とりせん高根沢店

宝積寺駅

元気あっぷむら

黒須病院

倉持整形外科

深澤クリニック

中津川クリニック

ホームセンターカンセキ 高根沢店

たかはし眼科

高根沢中央病院

花の丘木の香

パシフィックスポーツプラザ

役場

オータニ高根沢店

福祉センター

菅又病院

たいらや

高根沢町立東小学校

鈴木整骨院
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 「１回利用あたりの公費負担額」は増加傾向にあります。 

 新型コロナウイルスの緊急事態宣言以降は利用者数が減少しました。 

 当初は、高齢者の利用が多数を占めていましたが、近年では他の年代の利用が増加傾向に

あります。 

 

 

 

５ 地域公共交通の役割と課題 

５－１ 地域公共交通の役割 

 主に町内と隣接自治体を結ぶ鉄道駅を広域幹線軸、デマンド交通を支線軸として町内の

移動を面的にカバーします。デマンド交通では対応が難しい小学生の通学や運行時間外の

移動には、スクールバスや民間タクシー、介助を必要とする移動には有償福祉タクシーが、

それぞれ補完軸としての機能を担っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

５－２ 地域公共交通の課題 

（１）デマンド交通の機能維持 

  利用者数の減少や、運行コストの増加に加え、持続的な運転手の確保についても将来的 

な懸念が生じており、現行サービス水準の維持が課題です。 

（２）デマンド交通の利便性向上 

  高齢者だけでなく若い世代の利用者が増加傾向にあることから、予約・支払い方法の多 

様化など、利用者ニーズへの対応が求められています。 

（３）新庁舎移転等に係る公共交通網の検討 

  新庁舎整備に伴う移動需要変化への対応が必要です。 

 

 

 

 将来人口は減少傾向にある一方で、高齢者人口の割合は上昇しており、自家用車に依存しない移

動ニーズは今後も一定程度存在すると見込まれます。 

 また、新庁舎整備や公共施設の再編により、特定の拠点への移動需要が増加することが想定され

ます。本計画では、こうした需要を公共交通へ誘導することで、利用者数の増加を図ります。 

公共交通需要の見通し 
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６ 計画の基本方針 

 本町の公共交通の現状や高齢化社会の進行、さらに高根沢町地域経営計画 2026の基本政

策『４ 環境・社会基盤分野「快適で住みよいまちづくり」』を踏まえ次の基本的な指針を

掲げます。 

 

 

 

 

７ 計画目標 

 本計画では、上位計画との整合を図り、公共交通の年間利用者数については計画期間中に

段階的な増加を目指します。 

 あわせて、公費負担等についても継続的に把握し、持続可能な公共交通運営を図ります。 

 

（１）デマンド交通の機能維持のために 

 ○デマンド交通「たんたん号」の利用者数 

 ○運転免許証自主返納者数 

 ○自動運転化に向けた調査及び研究 

 ○デマンド交通「たんたん号」の公費負担額 

 

（２）デマンド交通の利便性向上のために 

 ○デマンド交通「たんたん号」の配車システム更新 

 ○IT・IOT等の新技術導入 

 

（３）新庁舎移転等に係る公共交通網の検討のために 

 ○新たな公共交通の必要性及び対策の検討 

 

 

 

 

 

 

◎基本指針「利用しやすい公共交通の仕組みづくり」 
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８ 目標達成のための施策・事業 

 デマンド交通の継続運行、配車システムの高度化、電子決済の導入、運転免許返納者支援

等を通じて、利用促進と運行効率向上を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ デマンド交通の機能維持のために 

①デマンド交通「たんたん号」の利用者数 

 ・デマンド交通「たんたん号」に関する、利用者のニーズに応えられているかについて 

のアンケート等による調査を行う 

②運転免許証自主返納者数 

 ・免許返納に対するインセンティブの内容検討及び付与の実施を行う 

③自動運転化に向けた調査及び研究 

 ・将来的な運転手不足の抜本的解決策として自動運転技術の動向を注視し、町内環境 

に適した導入可能性の調査及び研究を進める 

④デマンド交通「たんたん号」の公費負担額 

 ・急激な増加を抑制し、安定的な水準の維持を図る 

２ デマンド交通の利便性向上のために 

①デマンド交通「たんたん号」の配車システム更新 

 ・現在導入しているシステムのソフトウェア及び無線機の機器を更新する 

②IT・IOT等の新技術導入 

 ・配車システムの DX化を図る 

 ・利用料金の支払いに電子決済を対応させる 
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〔施策・事業一覧〕 

施策名 目的 内容 実施主体 実施時期 備考 

デマンド交

通運行 

町民の日常

生活に必要

な移動手段

の確保 

デマンド交

通「たんたん

号」の継続運

行 

高根沢町、デ

マンド交通

運行事業者 

計画期間中 本町公共交

通の基幹施

策 

配車システ

ム DX化 

利用者利便

性の向上及

び運行効率

の改善 

AI オンデマ

ンド型配車

システムの

導入 

高根沢町 令和 10年度 国等の補助

制度活用を

検討 

電子決済導

入 

支払方法の

多様化によ

る利用者利

便性の向上 

二次元コー

ド等の電子

決済への対

応 

高根沢町 令和８年度

以降 

段階的導入

を想定 

運転免許返

納 

高齢者の交

通安全確保

及び移動支

援 

運転免許返

納者へのイ

ンセンティ

ブ付与 

高根沢町 継続 警察等関係

機関と連携 

自動運転化 デマンド交

通の機能維

持 

デマンド交

通への自動

運転技術導

入の調査・研

究 

高根沢町 計画期間中  

 

 

 

３ 新庁舎移転等に係る公共交通網の検討のために 

①新たな公共交通の必要性及び対策の検討 

 ・町中央部に新庁舎が整備されることや産業団地の整備が予定されていることから、デ 

マンド交通「たんたん号」以外の公共交通で、市街地・農村集落・公共施設等を繋ぐ 

ネットワークの構築を検討する 
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９ 計画の達成状況の評価 

 本計画では、以下の標準指標及び地域特性を踏まえた指標を設定します。計画の達成状況

は、年度ごとに KPIに基づき評価し、地域公共交通会議に報告します。評価結果を踏まえ、

必要に応じて施策や計画内容の見直しを行います。 

 

（１）デマンド交通の機能維持のために 

①デマンド交通「たんたん号」の利用者数 

評価指標 デマンド交通「たんたん号」の利用者数 

現状値 41，887人（令和６年度） 

目標値 前年比 365人／年増加（令和 12年度） 

②運転免許証自主返納者数 

評価指標 運転免許証自主返納者数（年間） 

現状値 42件（令和６年度） 

目標値 30件（令和 12年度） 

③自動運転化に向けた調査及び研究 

評価指標 自動運転化に向けた調査及び研究 

現状値 有人運行 

目標値 自動運転導入可能性調査報告書の作成 

④デマンド交通「たんたん号」の公費負担額 

評価指標 １回利用あたりの公費負担額（年額） 

現状値 936円（令和６年度） 

目標値 現在の水準を維持 

 

（２）デマンド交通の利便性向上のために 

①デマンド交通「たんたん号」の配車システム更新 

評価指標 予約システムの DX化 

現状値 スタンドアロン型の配車システム（予約管理やデータ集計等） 

目標値 AIオンデマンド交通システムの導入 

②IT・IOT等の新技術導入 

評価指標 利用料金の支払い方法の多様化 

現状値 現金または紙ベースの回数券 

目標値 そのほか電子決済への対応 
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（３）新庁舎移転等に係る公共交通網の検討のために 

①新たな公共交通の必要性及び対策の検討 

評価指標 多様な交通様式の必要性及び導入の検討 

現状値 鉄道とデマンド交通による公共交通網の形成 

目標値 現状の公共交通に加え、定時定路線型公共交通等の新たな交通体系の導入検討  

 

 

〔評価指標一覧〕 

ＫＰＩ名称 算出方法 データの取得元 評価頻度 現状値 目標の考え方 

年間利用者数 年度内の実

利用者数の

合計 

デマンド交通

運行事業者の

運行実績 

年１回 41,887人 

（令和６年度） 

「地域経営

計画 2026 に

よる」 

運転免許証

自主返納者

数 

年度内の運

転免許証自

主返納者数 

高齢者運転

免許自主返

納者支援事

業の実績 

年１回 42件 

（令和６年度） 

「地域経営

計画 2026 に

よる」 

自動運転化

に向けた調

査及び研究 

自動運転等

の調査及び

研究 

自動運転技術 令和 12年度 有人運行 自動運転導

入可能性の

調査 

１回利用あ

たりの公費 

公費負担額

÷年間利用

者数 

町決算資料等 年１回 算出額 横ばい又は改

善を目指す 

配車システ

ム更新 

システムの

導入 

導入実績 令和 10年度 スタンドア

ロン型の配

車システム 

システムの

DX化を図る 

IT・IOT等の

新技術導入 

新技術の導入 導入実績 令和 10年度 現金または

回数券 

電子決済へ

の対応 

新たな公共

交通の検討 

調査結果に

よる新たな

公共交通の

必要性 

住民等のニ

ーズ調査や

人流調査等 

新庁舎移転

後から年１

回 

鉄道とデマ

ンド交通に

よる公共交

通網 

現状値の他

に公共交通

の導入検討 

利用者満足度 アンケート調

査による「満

足・概ね満足」

の回答割合 

利用者アン

ケート 

２～３年に

１回 

未実施 継続的な向

上を目指す 
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〔計画の評価・見直し〕 

 各 KPIは年度ごとに評価し、地域公共交通会議に報告します。 

 未達成の場合は、内部要因・外部要因を整理した上で施策を見直し、必要に応じて計画を

改定します。 

 また、上位関連計画の改定や社会状況の変化等により、必要に応じて適宜見直しを図るも

のとします。 

 

 

【ＰＤＣＡサイクル】

Ｐｌａｎ（計画）

目標設定、施策の検討

Ｄｏ（実施）

事業の実施

Ｃｈｅｃｋ（評価）

進捗状況の管理・評価

Ａｃｔｉｏｎ（改善）

事業の見直し・改善


